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今年 6月にパリで開催された第 35回世界遺産委員会で、「小笠原諸島（東京都）」と「平泉（岩手
県）」が新たに世界遺産リストに登録されました。2011年 6月に新たに登録された 25件を含めて、
世界遺産は合計 936件となりました。ニュースなどでよく耳にする「世界遺産」についての活動は、
国連の専門機関のひとつであるユネスコが行っていることはご存知ですか？ 
 

 

世界遺産（World Heritage）とは？ 
世界遺産とは、人類の手によって生み出され

過去から未来へと引き継がれていくべき貴重

な財産です。それらを未来に引き継いでいく

ために、国際協力による保護・保全を目的と

して 1972 年のユネスコ総会で採択されたの

が「世界遺産条約」です。（*正式には「世界の

文化遺産および自然遺産の保護に関する条約」） 

この条約により、顕著な普遍的価値を有する

物件として「世界遺産リスト」に登録された

ものが世界遺産なのです。 

 

Open: 月‐金曜日 10:00‐17:00    ＊土日祝日、年末年始、夏期休暇期間は閉館 
〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1 立命館大学衣笠キャンパス明学館1 階  

世界遺産の種類 

自然遺産（Natural Properties） 

顕著な普遍的価値を有する地形や生物、

景色などを含む地域 

文化遺産（Cultural Properties） 

顕著な普遍的価値を有する記念物や建造

物、遺跡など 

複合遺産（Mixed Properties） 

  文化遺産と自然遺産の両者の価値を兼ね

備えている遺産 

世界遺産リストに登録されるまでの流れ 
③ 世界遺産委員会での審議
 
専門機関による調査報告を受

け、毎年１回開催される世界遺

産委員会で世界遺産リスト掲

載物件を決定します。 

② 専門機関による調査  
 
文化遺産は ICOMOS（国際記
念物遺跡会議）、自然遺産は

IUCN（国際自然保護連合）が
評価調査を行います。 

① 条約締約国の推薦  
 
締約国の政府が国内の世界遺

産候補地の中から条件の揃っ

たものを、世界遺産委員会に

推薦します。 

参考・引用資料： 世界遺産年報 2009 No.14,  日本ユネスコ協会連盟 HP
   

新たに加わった世界遺産 「小笠原諸島」＆「平泉」 
小笠原諸島（東京都） 

東京湾から約 1000 キロ南にある約 30 の島から成

る。大陸と陸続きになったことがないために希少

な固有種が数多く生息することから「東洋のガラ

パコス」と呼ばれている。 

平泉-仏国土を表す建築･庭園及び考古学的遺跡群（岩手県）

平安時代に藤原氏が築いた仏教寺院や庭園などが現

在まで守り伝えられており、その独特の造営に基づ

き現世における仏国土（浄土）が表現されている。

 

マメ知識！「古都京都の文化財」･･･1994 年に京都府京都市･宇治市,滋賀県大津市にある計 17 の寺社仏閣が世界

遺産リストに登録された際の呼称です。 
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国連機関紹介 7 
UNESCO 国際連合教育科学文化機関 United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization 

教育や科学･文化の分野で国際理解や協力をすすめることによって平和と安全に貢献しようと設立された機関

―これがユネスコ（国連教育科学文化機関）です。ユネスコは 1945 年に採択されたユネスコ憲章に基づいて、

1946 年にパリに本部をおいて活動をはじめ、2011 年 9 月現在、193 カ国が加盟しています。 

活動の分野は、教育、自然科学、社会科学、文化、コミュニケーションと多岐にわたっています。 

《活動の包括的目標（分野別）》 

教育        ･･･ 万人のための質の高い教育と生涯教育の実現 

自然科学    ･･･ 持続可能な発展のための科学的知識と政策の動員  

人文・社会科学 ･･･ 新たな社会的及び倫理的課題への取り組み 

文化      ･･･ 文化多様性、異文化間の対話と平和の文化の促進 

コミュニケーション･･･情報とコミュニケーションを通じた知識社会の構築 

 

 

【万人のための教育（EFA: Education for All）】 

基礎教育を受けられない者が発展途上国を中心に今日でも多い中で、国連ミレニアム開発目標（MDGs）に基

づき、2015 年までに世界中の全ての人たちが初等教育を受けられる、字が読めるようになる（識字）環境

を整備しようとする取り組みです。   

 

 参考・引用資料：日本ユネスコ国内委員会パンフレット、私たちの国連 

 
 
○●○教育分野でユネスコが推進する取り組み○●○ 

京都国連寄託図書館では、年 4回ニ

ュースレターを発行しています。ニ

ュースレターの送付をご希望の学

校関係者の方は、下記までご連絡く

ださい。なお、個人への直接送付は

行っておりませんのでご了承くだ

さい。 

 
発行：京都国連寄託図書館 
TEL 075(465)8107 
FAX 075(465)8334 
URL： 
http://www.ritsumei.ac.jp/acd/ 
in/cger/kunl/index.html 
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ACCU はユネスコの基本方針に沿って、アジア太平洋地域諸国の文

化の振興と相互理解に寄与することを目的に日本政府と民間の協力

によって設立された財団法人です。 

事業の特色としては、アジア太平洋諸国との共同事業方式をとっ

ている点です。“共に考え”、“共に働く”をコンセプトに、文化協力・

教育協力・人物交流の 3 分野で具体的な事業を推進しています。 

 教育協力の面では、識字率向上のための教材開発・人材養成・ネ

ットワーク作りなどを行っています。 

 

http://www.accu.or.jp/jp/index.html 

日本にあるユネスコのパートナー機関 

ACCUユネスコ・アジア文化センター 

【持続発展教育（ESD: Education for Sustainable Development）】 

ESD は、持続可能な開発の基盤となる価値観や行動の指針を広げるような教育です。私たちとその子孫たち

が、この地球で生きていくことを困難にするような問題について考え、立ち向かい、解決するための学習で

す。2002 年に開催された「持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグサミット）」の実施計画

の議論の中で、日本が「ESD の 10 年」を提案し、各国の政府や国際機関の賛同を得ました。 

参考資料：UNESCO 2008 「EFA-ESD Dialogue: Educating for a sustainable world 日本語版、ユネスコスクール公式ウェブサイト 

【イベント予告】 

 世界とつながる日本－東日本大震災と国際協力の輪（仮称） 

   ２０１１年１１月 1日（火）～１１月３０日（水） 

 東日本大震災発生後、日本は各国政府や国際機関、NGO などから様々な支

援を受けました。その様子を写真や資料で展示する予定です。 

＜MDGs キャンペーン（2010.4-2012.3）＞ 
MDGs･･･2015 年までに国連が世界の貧困を半減

することなどを約束した「ミレニアム開発目標

（Millennium Development Goals）」のことです。

まずは知ることからはじめてみませんか? 

 

 
 


